
自由進度学習システムの設定方法
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１．チャット機能の有無の選択

①チャット機能有りのシステム

②チャット機能無しのシステム

Googleスプレッドシート
（GAS使用・Webアプリ化） Firebaseとは、Googleが提供している、Web

アプリケーションの構築・運用を手助けす
る機能を具備した開発プラットフォーム

Firebaseの設定が必要
（データベース使用）

©Google

チャット機能
質問や意見などやり取り

Googleスプレッドシートのみ。Firebase不要
（GAS使用・Webアプリ化）

「チャット機能有り」のシステムのスプレッドシートをコピー
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1puwTwpMi-lolGxS0CIFo7Fp2rrt-79VY7W2gcrkw49k/copy?urp=gmail_link

「チャット機能無し」のシステムのスプレッドシートをコピー
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1W0zSQkIUZnRFJONQ3PmdqC_KI4FHwi3yEtltRyq9_M8/copy?urp=gmail_link

Firebaseの設定ができない方は，以下の「チャット機能無し」版を選択ください



２．ひな型スプレッドシートをコピー

コピーされたシート例 ファイル名は適宜変更

初期設定を選択



３．初期設定

Passwordは同一パスワード
がいないように設定

(1)～(10)を記入
＊(7)、(9)、(10)は未入力でもかまいません。

1)基本情報の設定

2)個別シートの生成

拡張機能から「Apps scripts」
をクリック

実行を選択

アクセス権の確認



アカウント選択

詳細でリンクを確認

許可

実行結果

個々の生徒シートが生成

「初期設定」シートの生徒情報に「同じ学年」
「同じクラス」「生徒と違う名簿番号」名前は
「先生」、パスワード「1111」を追加

追求情報を編集

教師情報を追加

再度「Apps scripts」に戻り，
「index.html」を選択

892行目に移行し「追究方法」
を編集



４．Firebaseの設定（※チャット機能有りの場合のみ設定）

https://console.firebase.google.com/1)Firebaseにアクセス

2)プロジェクト設定
Firebaseとは、Googleが提供している、Web
アプリケーションの構築・運用を手助けす
る機能を具備した開発プラットフォーム

Googleアナリティクスは
Webサイトの解析をする

Webアプリを選択

Webアプリを登録

アプリを登録



2)Realtime Database設定

Realtime Databaseを選択

無料枠を選択



2)Firebaseの設定情報取得

設定情報をテキストエディタやメモ帳
にコピー
databaseURLが表示されない場合は，
Realtimedatabeseの設定を再確認



「index.html」内で「testcomments」の文字を「授業を行うクラス名
（例：1-1）」にすべて置換 ※9箇所

５．Webアプリの設定

「index.html」内でFirebaseの設定情報を設定（※チャット機能有りの場合のみ）

再びシートに戻り，Apps Scriptを開く

コピーしたFirebase情報を入力

右クリックでコマンドから
検索を選択

「index.html」を上書き保存したら、画面右上の「デプロイ」をクリック



アクセスできるユーザーを全員に

生成されたURLをコピー

生成されたURLを生徒に配布

URL生成後に「ミッションの個数」や「生徒情報」が変更される場合には，すで
に生成されているスプレッドシートの生徒のシートをすべて削除し，「新しいプ
ロジェクト」→アクセスできるユーザーを全員として「デプロイ」を再度クリッ
クしてURLを生成し直す。



4．Webアプリの動作確認

URLを開く ☓をクリックするとiPadで不具合をお起こすケースがあ
ります。支障なければそのままにしてください。

試しに生徒パスワード入力

GoogleMeetを起動

チャットを起動
動画ファイルにリンク

消えない場合は再読み込み

※チャット版のみ



コメントなどの動作確認

シートを切り替えて確認

教師コメントを記入

教師コメントがWebアプリに反映

「振り返り一覧」で同じ日に同
じ人が振り返りを送信した場合
には「✓」がつきます。その際
はその「行を削除」してくださ
い。



個別シートにも結果が反映

授業ごとに本時の計画一覧表示（表示したい月日を指定）

月日を選択

教師のパスワードを変更したい場合，以下の箇所で変更をする



小テストの設定

システムのシートを
選択

あとの説明に従い，シート名を修正

テスト問題を設定



=IFERROR(INDEX('フォームの回答 1'!$C$2:$C, MATCH($B$1, 'フォームの回答 1'!$G$2:$G, 1)),"")

小テストの動作確認

小テストのリンクを
貼り付け

Webアプリ上で表示

ミッション１→フォームの回答１
シート名とリンクしているので確認

小テスト解答
結果が反映

名前でマッチングさせるので，
G列に必ず名前のフィールドを



テストデータの削除

・振り返りなどのテストデータを削除時は個々の生徒のシートのデータを削除
・小テストの結果は，個々の生徒で生徒シートではなく，テスト結果が直接記録される
「フォームの回答◯」の該当データを行ごと削除

ここの小テスト結果は消さない

小テスト結果削除はこちらの各シート


